



























また、自らも罹災民の視察・慰問を積極的に行う。さらには産前産後の罹災婦人、罹災小児の疾患を心配され 皇后 意向 うけて、宮内省では宮内省巡回救療班を組織して、東京・横浜での救療活動を活発に行ったのである。こうした対応と活動を知るにつけ、皇后が危機における皇室の役割を強く意識していたことは明らかである。
このように危機的状況下において 凛とした意志を感じさせる対応と活動をおこ
















































天皇にお手を添えられて、ともども建物から庭先に出られて避難されたのである そして皇后は、こちらが無事であることを知らせ、また東京の様子をうかがうよう侍従に命じるも、電話が不通のため連絡を取れない状況であることが判明する。その め次善の策として 御用邸警備 近衛部隊の伝書鳩を放ち小さな通信文を託し連絡を取る事にした。
御用邸では蟬が樹木にかまびすしく鳴いて、日が暮れていく。しかし余震が烈しく
































まず収容であるが、 実は宮内省所管の①宮城前広場、 ②上野公園、 ③本省主馬寮構内、











危険性が薄まると、 順次避難者が帰宅したため五、 六日頃にはいなくなった。 その後は、宮内職員罹災者と上野方面からの避難者少数を ばらく 間収容したという。⑤学習院初等科（四谷）では、講堂・雨天遊戯場・教室に約二 〇〇〇人の避難者を収容した。一〇日頃には二〇〇人位に減少した。しかし同校の開校期が近づいたこともあり 東京市と協議し、明治神宮外苑・新宿御苑のバラック 所に移転させ、九月末には全員が退去した。この間、同 の職員は救護にあたり、物資 配給、傷病者の看護 あたった。
⑥の女子学習院には震災当初、避難者はほとんどいなかったが、青山・代々木方面
から難を避ける者が多く出てきたので、青山警察署と協議 数百人を収容した。開院期が近づくと赤坂区役所と協議して 明治神宮外苑内のバラック 避難者を した。⑦の博物館及び動物園では、下谷・浅草・本所・深川方面の罹災者が上野公園に避難したため、博物館内はほとんど充満し、一時は約一万数千人にも及んだ 四日頃から漸次退去した。また動物園では一時、千余人の避難者がい が 漸次減少して本館と共に九月末日で上野公園内のバラックに収容され 。避難 に対しては館員 飲料水の供給、燃料の採取分配等を行 その他、⑧の新宿御苑や⑨の浜離宮でも同じく避難者を一時万単位で収容している。さらに⑩の各宮家邸内 もかなりの数 避難者を収容した。
つぎに救護であるが、①糧食の配布と炊き出し、②土地・建物の無料使用許可、③
建築用材の下賜、④木綿綿入下賜などがなされ ①の糧食 配布と炊き出しであるが、宮城前広場は、大火災から逃れ 避難者で夜半には殆ど充満状態となる。また既述したように急遽平河門が開放され約一万人の避 者が主馬寮構内 たこうした人々へ飲料水と乾麺麭の配布や炊き出 行わ 。
②の土地・建物の無料使用許可としては、宮内省所管の御料地を罹災者の避難所に
あてて開放した。具体的には、東京市、各区、赤十字社その他の急用に応じて、芝離宮・新宿御苑・上野公園一円・高輪東宮御所・猿江御料地・白金御料地・高田御料地・永田町元学習院跡 三年町御料地 麻布高松宮御用地が仮小屋建設その他の特別使用のために提供された。ま 震災救護事務局・文部省と協議の上、学習院寄宿舎・女子学習院校舎・学習院初等科などの校舎・寄宿舎等の建物も開放された。
③の建築用材の下賜としては、罹災者救済のため公共団体が施設する建築物の応急

























































































する正確な対応を行いたいと強く望み、その状況を正確に把握するために下問を矢継ぎ早に発している。また、皇后のきめ細やかな配慮から死者への花輪、それも新宿御苑の花で作ることを指示している。こうしたエピソード も皇后が如何に危機における皇室と社会の関係 しっかりと見据えているかが理解される。 は、自らの使命を明確に自覚していたのである。
さて、皇后は、一一月に入ると、五日には被害激しい横浜市に行啓になり、社会館
































































ていた。こうした皇后の意向もあり、九月 一日、宮内次官関屋貞三郎は、宗秩寮総裁徳川頼倫、宮内省参事官入江貫一、宮内省御用掛佐藤三吉、同入沢達吉 侍医相磯慥、図書頭杉栄三郎、宮内 務官大谷正男、宮内省御用掛工藤荘平、男爵高木喜寛等を前にして、 「今回ノ災害ニ関シ
　
皇后陛下ニハ特ニ御心痛遊ハサレ、巡回医班ヲ組
織シテ普ク罹災者中ノ患者治療ニ当ラシメントノ御思召アルヤニ拝シ奉ルニ、就テハ特ニ各位ノ御参集ヲ請ヒ、之カ組織救療ノ方法等ニ関シ協議ヲ願」う、また「班ノ組織ヲ如何ニスヘキカ幾個班ヲ設クヘキカ等ニ関シテモ、各位ノ適当ト信シル処ヲ遠慮ナク申陳ヘラレタク、又或ハ之 巡回移動ノ組織ト為スヘキカ、一処ニ定着 テ来診者ヲ俟ツコトヽスヘキカ等ニ関シテモ種々御意見」があろう、 「但シ自分ハ之ヲ移動ノ組織ト為ス事宜 適 タリト思ハサルニアラス。要ハ罹災民中ノ病傷者ヲ診療シテ　
陛下御趣旨ノ徹底スルヤウ致シタキニアリ。大体ノ御意見纏ラハ直ニ内務相ノ震災
救護本部ニ人 派シテ一切ノ打合セヲ為サ メントス。事急ヲ要スルモノアリ。 日モ早ク実務ヲ開始シ得ヘキヤウ尽力アランコトヲ兼ネテ希望シ置カン ス」と、皇后の思召を拝して宮内省巡回救療班を設置する趣旨、並びにその具体的な対応策を検討するよう指示した。
この趣旨説明をうけて直ちに協議が始まり、組織・救療方法・医員の人選等が検討





























































































































































































つ、内科医一名をも加えて患者診療にあたった。ま 看護婦中、産婆の資格 るものを加えて医 目的の達成を図った。定員は最初、第一・第二の両班は各医員三名・看護婦五名、第三・第五・第六・第七・第八の五班は医員四名・薬剤員一名・看護婦五名、第四班は医員五名・薬剤員一名・看護婦六名、第九班は医員四名・看護婦四名とした。各班には 長が置かれ事務を統轄した。なお、 〇月二〇日現在の巡回救療 の職員数は、医療相談役六名 事務担当七名、嘱託医員及び薬剤員四二名、看護婦四四名運転手その他一七名である。
東京における各班の受持区域は、最初第一班・第二班のみが自動車を用い その他
の各班は充分な設備が整わないため、その回診区域に限りがあったが、一〇月に入ると自動車が充実したため、第一班＝下谷・浅草、第二班＝京橋・麹町、第三 ＝深川第五班＝麻布・赤坂・牛込・小石川・四谷、第六 ＝芝・深川・砂村方面 七本所・亀戸方面、第八班＝芝公園を受持区域とした。
救療班の東京での活動の姿であ が、各班員は巡回診療のため午前八時から同九時






それを予防するために救療所及び屯所で無料の種痘を開始した であるが、大正年一月から三月の間 第一班～第四班、第六班 第七班、第九班 実績は、一月＝六、三三四人、二月＝二、 九五六人、三月＝三〇人で、総計＝九、 三二〇人と言うかなりの数に上った。
横浜での救療については、九月一六日 班員を派遣して神奈川県知事安河内麻吉と
協議した結果、一箇班が派出され こと なった。同月二〇日 四 改造 て同地に派遣 、救療所兼宿泊所として神奈川県高等女学校の校舎の一部を使用して救療を開始した。救療対象地域は 主に横浜の北部であった。そ 後、横浜 活動を拡大するため医員・看護婦を増加して第九班を編成して一〇 一八日に派遣 本牧北方池田勝次郞邸を救療所兼宿泊所と 、主に横浜の南部で救療活動を開始した。
産科・重病患者・伝染病患者は、東京帝国大学附属病院・小石川同分院・慶應義塾
大学附属病院・赤十字病院・和泉橋病院等に送付 治療を受けさせ 。その他、東京市経営の池ノ端外国館跡の 人収容 ・済生会病院等からも収容方の申し出があった。
医業・衛生材料の供給は、はじめ内務省衛生局 依頼し、警視庁にも指示を仰いだ。












五班＝一〇六日、第六班＝一八六日、第七班＝一八四日、第八班＝九五日、第九班＝一五四日で、総日数＝一、 四三八日であっ 。約半年の間、ほぼ毎日救療 いることから激務の連続であったことがわかる。
○病科別患者数小児科＝四九、 四六〇人、産科＝二、 〇四六人、婦人科＝三、 六四九人、内科＝



















らず、天皇を守るべく日光田母沢御用邸をベースにして、側近奉仕者を統率して安心・安全な生活環境 確保すると共に、摂政をはじめとする皇室関係者や宮内省の動向、さらには東京の被害状況等を把握すべく連絡・通信網の確立に腐心している。こうした点は、皇室の長として、また国家の統治者としての天皇の役割が断絶することなく、政府との一体性を確保するために打たれた敏速な手段であったろう。このことは各地域、各機関に御使を差遣され 被害状況の情報蒐集に意 注がれてい ことからも理解される。皇后 常に現場 実情 いち早 把握しよう いる である。
第二に、 女性としての細やかな配慮をさまざまの方面にしていることである。特に、






いることである。特に、交通手段の崩壊し 現状において、牛乳 確保 切実な問題であったのであるが、宮内省関係 施設からそれを確保して配給したことは実に適切な対策であった。
第四に、これまた第二に繋がることではあるが、新年を少しでも晴れ晴れとした心
で迎えられるようにとの考えから 衣類（晴着）を自らも縫 罹災者へ賜うというきめ細やかな手を打たれている。震災による大きな被害でうちひしが ている人々の心を少しでも和ませてやりたいとのあたたかい配慮を払われている。
第五に、 皇后の外国の使節団への配慮である。使節団員の安全確保は言うに及ばず、
糧食の供給に手を打たれている。大震災という危機的状況 おいて、こう た外国使節団への配慮は国際社会の信用・信義を得 上 非常に重要な行為である とは多言を要しない。
右にみたように、関東大震災時、皇后が如何に国内外 対して重要な手を打たれて
いたことが理解されたことと思う。大正デモクラシー下、関東大震災という危機的状況において大正天皇を支えた貞明皇后の姿から、その使命 役割、さら は近代の皇后についての研究を深めなければならない理由は明らか ろう註
（1）貞明皇后を知る文献として、大日本蚕糸会『貞明皇后』 （大日本蚕糸会、一九五一年） 、主婦の友社編『貞明皇后』 （主婦の友社、一九七一年） 、筧素彦『今上陛下と母宮貞明皇后』 （日本教文社、一九八七年） 、片野真佐子『皇后の近代』
（講談社、二〇〇三年） 、工藤美代子『母宮貞明皇后とその時代』 （中央公論新社、二〇〇七年） 、同『国母の気品』 （清流出版 二〇〇八 小田部雄次 昭憲皇太后・貞明皇后』 （ミネルヴァ書房、二〇一〇年）などがある。















関する主な研究書・資料集については、 前掲「関東大震災と皇室及び宮内省」 （ 『大倉山論集』第五七輯）の註
（10）に上げた各文献と、最近の研究成果である北原糸子






（12）同右。（1（）なお、関東大震災時 おける皇室及び宮内省の全体的な対応と施策については、前掲「関東大震災と皇室及び宮内省」 （ 『大倉山論集』第五七輯）を参照。（1（）大正一二年一〇月二〇日付『宮内省省報』第一五七号。（1（）任命されたのは宮内省各部局の長・次席、御用掛、宮内事務官、宮内技師、皇宮警察、侍医などであった（1（）詳しいことは、拙稿 を参照。（1（）学習院関係については、学習院『開校五十年記念
　
学習院史』 （一九二八年） 、学



















はじめ、 『日本赤十字社震災救護ノ概況』 （一九二三年） 、 『日本赤十字社ノ震災救護施設』 （一九二三年）なども参照した。また、 九月三〇日の行啓については、 『読売新聞』一〇月 日の記事も参照した。なお、一〇月一日、山本首相が参内して皇后に拝謁した際 皇后からその模様について 聞きするところがあったという（ 『読売新聞』一〇月二日付記事「山本首相に御言葉
　
皇后陛下より罹災地を臠し
て」 ） 。（2（）聖路加国際病院 ついては、聖路加国際病院八十年史編纂委員会編集『聖路加国際病院八十年史』 （聖路加国 病院、 一九八二） 、 青山学院五十年史編纂委員会編 『青山学院五十年史』 （青山学院、 九三二年） 、青山学院編集兼発行『青山学院 十年史の歩み』 （一九六四年）も参照した。（2（）慶應義塾大学 については、慶應義塾大学医学部編纂兼発行『慶應義塾大学医学部十周年記念誌』 （一九三一年）も参照した。（2（）九月三〇日の皇后の活動については、 『東京朝日新聞』一〇月一日付記事「きのふの皇后宮
　
引続き御慰問」も参照した。
























































以下第二回」 分として 「五七三枚」 をあげて、 合計八 四〇枚の数字となっている。「七、 五六七枚」 との関係は不明である。 なお、 このことについては、 『東京朝日新聞』一一月二四日付記事「皇后 親しく縫針を執らせられ哀れな人々へ賜ふ
　
一万枚










く紹介されている。（（（）因みに、日本赤十字社の救護所・外来診療所の活動は、大正一三年四月三〇日までの期間で 救護所五一ヶ所の患者数＝延人員四一一、 六二二人 巡回救護班（四班）＝延人員一九、 五七四人、外来診療所＝延人員九八、 〇〇四人であったと言う（東京府『東京府大正震災誌』 〈東京府、一九二五年〉第五編、八四頁） 。
